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二
十
周
年
記
念
の
グ
ラ
ン
ド
・
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
い
よ
い
よ
間
近
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催

に
当
た
っ
て
は
、
二
年
以
上
前
か

ら
、
議
論
を
積
み
重
ね
て
来
ま
し

た
。
準
備
に
関
わ
ら
れ
た
全
て
の
皆

さ
ん
に
改
め
て
感
謝
す
る
と
と
も

に
、
最
後
の
ひ
と
踏
ん
張
り
で
、
参

加
者
の
勧
誘
、
当
日
の
配
置
体
制
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
議
論
の
充
実
な

ど
に
一
層
の
ご
尽
力
を
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
、
米
欧
亜
回
覧
の
会

は
、
五
周
年
、
十
周
年
の
際
に
も
、

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た

が
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
大

の
特
色
は
、
会
員
の
み
な
さ
ん
が
、

発
表
を
す
る
点
で
す
。
特
に
、
初
日

の
午
後
は
、
「
知
ら
れ
ざ
る
岩
倉
使

節
団
の
群
像
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
下

に
、
十
三
人
の
使
節
団
員
に
つ
い

て
、
そ
の
後
の
人
生
も
含
め
、
そ
れ

ぞ
れ
が
国
造
り
に
如
何
に
貢
献
し

た
か
、
そ
し
て
成
し
遂
げ
た
光
だ
け

で
な
く
影
の
部
分
に
も
触
れ
た
発

表
が
あ
り
ま
す
。 

 

も
う
一
つ
の
特
色
は
、
講
師
の

方
々
と
の
事
前
の
念
入
り
な
勉
強

会
（
本
セ
ミ
ナ
ー
）
の
開
催
で
す
。 

二
日
目
の
「
日
本
近
代
百
五
十
年
を

考
え
る
～
“
も
う
一
つ
の
道
”
を
問

う
」
で
は
、
ど
こ
で
日
本
は
道
を
踏

み
誤
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
何
回
も

会
員
同
士
は
む
ろ
ん
講
師
の
先
生

方
々
と
も
議
論
を
重
ね
て
来
ま
し

た
。 

 

三
日
目
の
「
志
民
の
創
る 

地
球

時
代
の
日
本
の
未
来
像
」
で
も
、
講

師
の
先
生
方
と
の
打
ち
合
わ
せ
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
方
々
と
も

議
論
を
し
、
日
本
の
未
来
像
を
考
え

て
来
ま
し
た
。 

 

こ
う
し
た
こ
れ
ま
で
の
議
論
の

結
果
を
踏
ま
え
て
、
わ
が
国
の
こ
の

百
五
十
年
の
歩
み
を
振
り
返
る
と

と
も
に
、
世
界
と
と
も
に
今
後
日
本

が
ど
の
よ
う
な
未
来
を
構
築
す
べ

き
か
、
大
い
に
論
じ
合
う
場
と
し
た

い
も
の
で
す
。 
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二
十
周
年
の
年
を
迎
え
て
、
い

ろ
い
ろ
の
こ
と
が
想
い
出
さ
れ
ま

す
。
設
立
当
初
、
泉
さ
ん
・
故
水
澤

周
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
多
田
幸
子
さ

ん
の
庭
の
み
え
る
サ
ロ
ン
で
始

ま
っ
た
「
実
記
を
読
む
会
」
や
、
松

井
千
恵
先
生
肝
入
り
で
調
布
の
白

百
合
学
園
等
で
開
催
し
た
一
日
が

か
り
の
「
ス
ラ
イ
ド
上
映
会
」
、
海

外
か
ら
も
多
く
の
研
究
者
を
お
招

き
し
た
五
周
年
記
念
や
十
周
年

記
念
の
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
、

二
〇
〇
〇
年
ベ
ル
リ
ン
で
開
催

さ
れ
た
「
日
独
交
流
史
展
～
岩
倉

使
節
団
」
へ
の
参
加
な
ど
な
ど
。 

 

今
回
、
会
員
が
力
を
合
わ
せ

て
、
そ
し
て
多
数
の
講
師
の
先
生

方
や
財
団
の
ご
支
援
を
得
て
、
二

十
周
年
に
ふ
さ
わ
し
い
大
変
充

実
し
た
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

全
員
で
盛
り
上
げ
よ
う
！ 

 
 

実
行
副
委
員
長 

岩
崎 

洋
三 

実
現
出
来
る
の
は
ご
同
慶
の
至
り

で
す
。 

 

会
と
し
て
は
、
五
周
年
、
十
周
年

に
継
ぐ
三
回
目
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
す
が
、
今
回
は
多
く
の
一
級
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
や
専
門
の

先
生
方
に
加
え
て
、
有
意
義
な
Ｎ

Ｐ
Ｏ
活
動
を
実
践
し
て
い
る
方
々

の
お
話
や
、
多
数
の
会
員
に
よ
る

研
究
成
果
発
表
な
ど
、
従
来
に
な

い
特
色
を
盛
り
込
む
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

 

ぜ
ひ
ご
友
人
・
知
人
を
多
数
お

誘
い
い
た
だ
き
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
趣
旨
を
世
に
問
う
と
と
も
に
、

賑
や
か
に
会
の
設
立
二
十
周
年
を

お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。 

 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
昨
夏

と
今
夏
に
実
施
し
た
二
泊
三
日
の

合
宿
検
討
会
を
は
じ
め
、
準
備
作

業
を
分
担
し
て
い
た
だ
い
て
い
る

実
行
委
員
会
な
ら
び
に
有
志
メ
ン

バ
ー
の
皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 宇宙飛行士ウォルター・シラーは

言っている。「宇宙から見ると国

境なんてどこにもない」、と。 
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グ
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

準
備
は
三
段
階
で
行
わ
れ
た
。 

一
．
基
本
の
方
針
の
決
定 

二
．
会
員
同
志
の
研
究
会 

三
．
外
部
講
師
を
招
い
て
の
研
究 

 
 

会 

 

そ
し
て
、
実
行
委
員
会
が
結
成

さ
れ
、
講
師
の
先
生
方
と
の
部
会

で
の
討
議
、
個
別
打
合
せ
、
運
営

細
目
調
整
な
ど
、
準
備
が
様
々
な

形
で
行
わ
れ
た
。
左
記
は
そ
の
一

部
で
あ
る
。 

●
全
体
例
会/

記
念
事
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
立
ち
上
げ
と
芳
賀
徹
先
生
講

演
（2

01
5
.
7.
2
6

） 

●

山

中

湖

夏

合

宿

で

の

討

議

（2
0
1
5.
8
.
25

） 

●
総
会
で
の
全
体
質
疑/

日
比
谷
図

書
文
化
館
（2

0
1
6.
4
.
17

） 

●
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
ィ
ー
ル
先

生
（5

.1
6

） 

●
成
田
龍
一
先
生
（7

.1
2

） 

●
ピ
ー
タ
ー
・
マ
ク
ミ
ラ
ン
先
生

（7
.
1
6

） 

●
芳
賀
先
生
・
五
百
旗
頭
薫
先
生

と
の
打
合
せ
（8

.1
7

） 

●
八
王
子
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
で
の

夏
合
宿
（8

.2
2

～2
4

） 

●
堀
内
正
弘
先
生/

グ
ロ
ー
バ
ル

J
A
P
A
N

（9
.
10

） 

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
打
合
せ
（1

0
.
4

）

●
岩
倉
使
節
団
の
群
像
発
表
リ

ハ
ー
サ
ル
な
ど
（1

0
.
17

）  

 

■
国
家
と
音
楽
―
久
米
邦
武
と
伊

澤
修
二
に
と
っ
て
「
西
洋
音
楽
」
と
は

何
で
あ
っ
た
か
（
奥
中
康
人
氏
―
静

岡
文
化
芸
術
大
学
教
授
） 

 

六
月
二
十
日
開
催
、
出
席
者
二

十
四
名
。 

 

『
実
記
』
は
、
明
治
初
期
の
日

本
人
が
初
め
て
西
洋
音
楽
に
接
し

た
と
き
の
記
録
と
し
て
も
読
む
こ

と
が
で
き
る
。
と
く
に
、
ボ
ス
ト

ン
で
岩
倉
使
節
団
一
行
が
足
を
運

ん
だ
「
太
平
楽
会W

o
r
l
d
’

s 

Peace 
Jubilee 

and 
Interna-

tional 
Musical 

Festival

」
と

い
う
コ
ン
サ
ー
ト
へ
の
久
米
邦
武

の
反
応
は
、
注
目
さ
れ
て
き
た
。 

 

こ
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
中

村
洪
介
氏
の
論
考
（
『
西
洋
の

音
、
日
本
の
耳 

近
代
日
本
文
学
と

西
洋
音
楽
』
（
一
九
八
七
）
）
が

知
ら
れ
て
い
る
。
中
村
は
、
か
れ

ら
が
訪
れ
た
「
太
平
楽
会
」
で
演

奏
さ
れ
た
曲
目
を
明
ら
か
に
し
、

「
太
平
楽
会
」
記
事
と
照
合
し
つ

つ
分
析
を
す
る
の
だ
が
、
結
局
の

と
こ
ろ
、
久
米
の
西
洋
音
楽
受
容

に
対
す
る
中
村
の
評
価
は
否
定
的

な
も
の
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
「
太

平
楽
会
」
記
事
の
末
尾
に
あ
る

「
愛
国
心
」
に
関
す
る
く
だ
り

は
、
「
見
当
外
れ
の
感
動
」
だ
と

さ
え
い
う
。
し
か
し
、
丁
寧
に

「
太
平
楽
会
」
の
情
報
を
収
集
・

整
理
す
る
と
、
中
村
の
結
論
は
い

さ
さ
か
性
急
だ
っ
た
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
。 

 

中
村
は
、
久
米
が
会
場
で
手
に

入
れ
、
日
本
に
持
ち
帰
っ
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
久
米
美
術
館
所
蔵
）
に

基
づ
い
て
、
演
奏
曲
目
を
確
定
し

た
よ
う
だ
。
だ
が
、
当
時
の
新
聞

や
音
楽
新
聞
な
ど
、
複
数
の
情
報

を
照
合
す
る
と
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
記
載
事
項
は
必
ず
し
も
正
確

で
は
な
く
、
実
際
に
は
構
成
や
曲

目
が
異
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
で
詳

細
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
（
拙
著
『
国
家
と
音
楽
』
参

照
）
、
少
な
く
と
も
、
久
米
の

「
愛
国
心
」
に
関
す
る
く
だ
り

は
、
軍
楽
隊
が
〈
英
国
国
歌
〉
と

〈
星
条
旗
〉
を
演
奏
し
、
会
場
に

い
る
数
万
人
の
聴
衆
が
熱
狂
し
た

こ
と
に
対
し
て
の
も
の
で
あ
り
、

決
し
て
「
見
当
外
れ
の
感
動
」
で

は
な
い
。
当
時
の
知
識
人
に
と
っ

て
「
愛
国
心
」
の
涵
養
は
重
要
な

関
心
事
で
あ
り
、
こ
れ
が
唱
歌
教

育
へ
と
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
。 

 

ま
た
、
「
太
平
楽
会
」
前
半
に

登
場
す
る
「
謡
婦
」
（
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手 

Peschka-Leutner

）
に
つ

い
て
、
中
村
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

の
歌
劇
〈
魔
笛
〉
の
ア
リ
ア
が
歌

わ
れ
た
と
推
測
し
た
が
、
実
際
に

歌
わ
れ
た
の
はHeinrich 

Proch 

(1809

～1878) 

の
〈Deh, 

torna 

mio 
bene

〉
で
あ
る
。
こ
の
曲
を

聴
く
と
、
従
来
は
常
套
句
的
な
言

い
回
し
に
す
ぎ
な
い
と
否
定
的
に

評
価
さ
れ
て
い
た
久
米
の
音
楽
記

述
は
、
実
は
楽
曲
の
展
開
に
即
し

た
的
確
な
描
写
で
あ
る
よ
う
に
思

え
て
く
る
。 

（
奥
中 

康
人
） 

■
安
場
保
和
―
地
方
行
政
の
キ
ー

マ
ン
（芳
野
健
二
氏
）  

 

九
月
十
二
日
開
催
、
参
加
者
二

十
名
。 

一
、
安
場
保
和
は
坂
本
龍
馬
や
井

上
馨
ら
と
同
年
で
、
近
代
政
治
思

想
の
祖
で
あ
る
横
井
小
楠
の
第
一

の
弟
子
と
し
て
熊
本
で
生
育
し
、

維
新
の
時
も
東
海
道
鎮
撫
総
督
の

参
謀
と
し
て
江
戸
開
城
の
勝
・
西

郷
会
談
に
も
立
ち
会
っ
た
。 

二
、
維
新
後
は
地
方
行
政
の
キ
ー

マ
ン
と
し
て
明
治
二
年
の
胆
沢
県

（
岩
手
）
の
大
参
事
を
皮
切
り

に
、
明
治
三
年
に
熊
本
県
の
大
参

事
を
務
め
た
。 

三
、
そ
し
て
明
治
四
年
に
は
、
大

蔵
租
税
権
頭
と
し
て
大
久
保
を
補

佐
す
る
形
で
岩
倉
使
節
団
に
加
わ

る
。
し
か
し
ア
メ
リ
カ
で
の
滞
在

が
長
引
く
中
で
、
「
人
民
の
膏
を

絞
っ
た
租
税
を
僕
の
よ
う
な
者
の

洋
行
に
消
費
す
る
に
忍
び
ず
」
と

一
人
帰
国
を
決
意
す
る
。
（
久
米

の
後
日
談
） 

四
、
帰
国
後
た
だ
ち
に
待
っ
て
い

た
か
の
よ
う
に
福
島
県
令
に
三
年

半
、
愛
知
県
令
を
五
年
務
め
る
。

そ
の
後
元
老
院
議
員
を
経
て
福
島

6月20日  

奥中康人氏 

グ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
向
け
て 

 
準
備
状
況
の
報
告 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

事
務
局
長 

近
藤 

義
彦 

グ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

第
一
日
目
担
当 

 

歴
史
部
会 

 
 

 

小
野 

博
正 

2015年7月 全体例会 

2015年8月 山中湖合宿 
2016年8月 八王子合宿 
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 県
令
を
六
年
半
、
そ
し
て
貴
族
院

議
員
の
の
ち
北
海
道
庁
長
官
を
一

年
歴
任
し
て
死
を
迎
え
る
。
文
字

ど
う
り
地
方
行
政
に
身
を
捧
げ
た

後
半
生
と
言
え
る
。 

五
、
そ
の
間
の
業
績
と
し
て
、
最

初
の
胆
沢
県
で
は
貧
し
い
少
年
の

後
藤
新
平
と
斎
藤
実
ら
を
見
出
し

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
後
藤
は
の

ち
に
彼
の
娘
を
妻
に
す
る
。
福
島

で
は
地
租
の
緩
和
や
安
積
開
発

（
疎
水
開
削
も
）
や
病
院
設
立

を
、
愛
知
で
は
同
じ
く
地
租
の
緩

和
、
明
治
用
水
開
通
、
病
院
設
立

を
、
福
岡
で
は
民
権
派
の
県
議
と

対
立
し
つ
つ
九
州
鉄
道
の
発
足
に

力
を
注
ぐ
。
残
念
な
が
ら
最
後
の

北
海
道
で
は
死
の
直
前
も
あ
っ
て

か
、
あ
ま
り
成
果
を
あ
げ
ら
れ
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
明
治
の
３
大
県

令
と
し
て
京
都
の
槙
村
、
新
潟
の

楠
本
と
と
も
に
名
を
残
し
た
。 

六
、
興
味
ふ
か
い
の
は
安
場
を
有

名
（
フ
ェ
イ
マ
ス
）
な
県
令
と
す

れ
ば
、
同
じ
年
令
の
三
島
通
庸
も

ま
た
有
名
（
ノ
ト
リ
ア
ス
）
な
県

令
と
し
て
名
を
残
し
た
。 

七
、
な
お
明
治
四
年
の
廃
藩
置
県

は
、
当
初
三
府
プ
ラ
ス
三
百
二
県

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
七
十
二
県
と

な
り
、
明
治
九
年
に
は
三
十
五

県
、
明
治
二
十
二
年
に
は
四
十
三

県
と
な
り
ほ
ぼ
今
日
の
姿
に
着
地

し
た
の
で
あ
る
。
（
芳
野 

健
二
） 

■
林
董
～
箱
館
戦
争
捕
虜
か
ら
外

交
の
主
役
へ
（岩
崎
洋
三
氏
）  

 

九
月
二
十
日
開
催
、
出
席
者
十

名
。 

 

林
董
の
活
躍
は
多
岐
に
渡
る

が
、
朝
鮮
、
清
国
、
ロ
シ
ア
と
の

関
係
が
流
動
的
な
時
期
の
外
交
分

野
で
の
活
躍
が
特
に
目
立
つ
。
明

治
二
十
四
（1

8
9
1

）
か
ら
明
治
四

十
一
（1

9
0
8

）
ま
で
、
外
務
次

官
・
駐
清
・
駐
露
・
駐
英
特
命
全

権
公
使
、
最
後
は
外
務
大
臣
と
し

て
、
日
清
戦
争
か
ら
日
露
戦
争
に

至
る
間
の
外
交
の
難
題
に
直
面
し

続
け
、
外
交
キ
ャ
リ
ア
は
通
算
十

八
年
に
及
ん
だ
。
特
筆
す
べ
き

は
、
駐
英
特
命
全
権
公
使
と
し

て
、
日
露
協
商
を
目
指
す
伊
藤
博

文
の
抵
抗
を
凌
い
で
、
英
国
外
相

第
五
代
ラ
ン
ズ
ダ
ウ
ン
公
爵
と
交

渉

の

末

、

明

治

三

十

五

年

（1
9
0
2

）
一
月
「
日
英
同
盟
」
を

締
結
し
、
ロ
シ
ア
の
脅
威
に
備
え

る
と
共
に
、
日
本
の
国
際
的
地
位

を
高
め
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

活
躍
が
出
来
た
の
は
、
父
親
で
順

天
堂
を
創
設
し
た
蘭
方
医
佐
藤
泰

然
か
ら
蘭
学
の
薫
陶
を
得
た
こ

と
、
林
が
十
二
歳
の
と
き
横
浜
に

移
住
し
、
翌
年
そ
の
居
留
地
に
開

設
さ
れ
た
ヘ
ボ
ン
塾
で
、
ヘ
ボ
ン

夫
人
か
ら
三
年
間
み
っ
ち
り
学

び
、
早
く
か
ら
英
語
・
欧
米
事
情

に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
大
き
い
。

岩
倉
使
節
団
に
同
行
し
た
久
米
邦

武
は
、
林
を
「
英
語
に
巧
者
で
西

洋
通
の
第
一
」
と
評
し
、
林
と
親

交
の
あ
っ
た
福
沢
諭
吉
は
「
学
者

風
人
物
」
と
評
し
て
い
た
。 

 

林
は
慶
応
二
年
六
月
（
十
六

歳
）
に
幕
府
英
国
留
学
生
と
し
て

渡
英
す
る
が
、
同
行
し
た
十
四
人

の
内
初
め
か
ら
英
語
が
話
せ
た
の

は
林
だ
け
だ
っ
た
。
英
国
留
学1

年

足
ら
ず
で
戊
辰
戦
争
が
勃
発
し
た

た
め
、
学
半
ば
で
帰
国
を
余
儀
な

く

さ

れ

る

と

、

明

治

元

年

（1
8
6
8

）
六
月
横
浜
帰
着
と
同
時

に
林
は
榎
本
武
揚
の
品
川
脱
走
に

同
行
す
る
こ
と
を
志
願
し
、
旗
艦

開
陽
丸
の
見
習
士
官
と
し
て
箱
館

戦
争
を
戦
っ
た
。 

 

敗
戦
投
獄
後
、
政
府
軍
参
謀
黒

田
清
隆
に
新
政
府
で
の
活
躍
を
嘱

望
さ
れ
明
治
三
年
（1

8
7
0

）
四
月

禁
錮
を
解
か
れ
る
。
き
っ
か
け

は
、
品
川
脱
走
に
際
し
て
外
交
団

長
老
の
パ
ー
ク
ス
に
宛
て
た
文
書

の
林
に
よ
る
英
訳
が
ネ
イ
テ
ィ
ヴ

並
み
と
パ
ー
ク
ス
が
評
価
し
た
評

判
を
黒
田
が
知
っ
て
の
こ
と
だ
っ

た
。
出
獄
後
は
数
少
な
い
洋
学
に

通
じ
た
俊
才
と
し
て
要
人
に
見
込

ま
れ
、
陸
奥
宗
光
の
紀
州
藩
藩
政

改
革
に
招
か
れ
、
伊
藤
博
文
に
は

岩
倉
使
節
団
随
行
・
工
部
大
学
校

設
立
の
機
会
を
与
え
ら
れ
た
。 

 

多
忙
の
合
間
に
、
多
く
の
洋
書

の
翻
訳
・
刊
行
を
こ
な
し
て
い
た

の
も
驚
異
的
だ
。
外
人
記
者
が

「
一
流
の
英
語
」
と
評
し
、
久
米

邦
武
が
「
林
の
口
訳
は
書
き
取
り

が
追
い
つ
か
な
い
ほ
ど
早
い
」
と

嘆
い
た
英
語
力
で
、
米
欧
の
自
由

主
義
思
想
家
の
著
述
か
ら
、
ロ
ー

マ
史
論
や
マ
ホ
メ
ッ
ト
伝
（
岩
倉

使
節
団
英
国
滞
在
中
、
依
頼
で
口

訳
）
、
刊
行
は
し
な
か
っ
た
が
陸

奥
の
和
歌
山
行
に
同
行
し
た
際
に

は
紀
州
藩
軍
制
改
革
の
た
め
「
軍

略
の
書
一
部
」
も
翻
訳
し
て
い

た
。 

 
 
 
 

（
岩
崎 

洋
三
） 

近
代
史
研
究
会
の
活
動
報
告

（七
月
～
九
月
） 

 

近
代
史
研
空
会
は
「
人
物
論
・

時
代
論
」
シ
リ
ー
ズ
と
し
て
、
去

る
七
月
二
十
八
日
、
国
際
文
化
会

館
に
お
い
て
、
第
三
十
三
回
研
究

報
告
会
を
開
催
し
た
。
テ
ー
マ
は

「
満
州
国
と2

.
2
6

事
件
」
、
報
告

者
は
古
海
建
一
氏
（
前
国
際
善
隣

協
会
会
長
、
ご
尊
父
は
元
満
州
国

総
務
部
次
長
）
、
香
田
忠
雄
氏

（
元
オ
ー
マ
ン
大
使
、
元
通
産

省
、2

.
2
6

事
件
遺
族
会
会
長
、
本

会
会
員
）
の
二
氏
、
今
回
は
、
昭

和
十
年
前
後
の
「
時
代
論
」
の
報

告
と
な
っ
た
が
、
本
件
に
ご
遺
族

と
し
て
関
係
深
い
お
二
人
の
報
告

に
よ
り
、
満
州
国
お
よ
び2

.
2
6

事

件
の
実
態
、
そ
の
後
の
評
価
・
検

証
な
ど
に
つ
い
て
、
よ
り
深
い
知

見
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
。 

 

本
研
究
報
告
会
は
近
代
史
研
究

会
の
幹
事
メ
ン
バ
ー
八
名
を
中
心

に
、
十
一
名
の
方
々
に
よ
り
、
昨

年
五
月
以
降
一
年
二
か
月
を
か
け

て
開
催
さ
れ
た
。
テ
ー
マ
の
内
訳

は
人
物
論
二
十
九
回
、
時
代
論
四

回
と
な
っ
て
い
る
。
今
回
の
三
十

三
回
目
で
終
了
と
い
う
こ
と
と
す

る
が
、
日
本
近
現
代
史
百
五
十
年

を
辿
る
報
告
と
し
て
は
、
時
間
的

制
約
も
あ
り
、
採
用
人
物
の
範

囲
、
時
代
背
景
と
な
る
テ
ー
マ
等

を
十
分
に
考
慮
し
た
と
は
い
え

ず
、
今
後
の
検
討
を
俟
と
う
と
思

う
。 

 

研
究
報
告
会
と
並
行
し
て
行
わ

れ
て
お
り
ま
す
本
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
瀧
井
一
博
教
授
の
第
一
回
に

続
き
、
第
二
回
目
と
し
て
、
七
月

十
二
日
成
田
龍
一 

日
本
女
子
大

教
授
に
「
日
本
近
代
に
お
け
る

『
大
正
時
代
』
の
意
義
」
、
第
三

回
目
と
し
て
、
九
月
二
十
七
日
、

中
島
岳
志 

東
京
工
業
大
教
授
に

「
近
代
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

と
ア
ジ
ア
主
義
」
の
テ
ー
マ
で
講

演
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
成
田
教

授
は
「
大
正
時
代
」
を
年
号
の
範

囲
を
超
え
て
、
明
治
、
昭
和
に
及

ぶ
幅
広
い
時
代
と
捉
え
、
時
代
背

景
の
共
通
性
に
言
及
さ
れ
、
ま

た
、
中
島
教
授
は
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ

ム
の
形
を
明
治
維
新
の
時
代
か
ら

現
代
に
い
た
る
長
い
ス
パ
ー
ン
で

検
討
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
多
く
の
新

し
い
見
方
を
示
す
示
唆
に
富
む
講

演
だ
っ
た
。
場
所
は
国
際
文
化
会

館
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ
れ
約
二
十

名
を
超
え
盛
会
だ
っ
た
。 

 

今
後
、
近
代
史
研
究
会
は
上
記

報
告
者
に
よ
る
報
告
の
要
約
（
各

約
三
千
字
～
三
千
五
百
字
）
を
作

成
し
、
こ
れ
ら
を
も
と
に
、
シ
ン

ポ
当
日
の
報
告
者
に
よ
る
リ
ハ
ー

サ
ル
、
講
師
の
先
生
方
と
の
意
見

交
換
を
し
て
行
く
予
定
で
あ
る
。  

 
 
 
 
 
 
 

（
山
田 

哲
司
） 

グ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

第
二
日
目
担
当 

 

近
代
史
研
究
会 

山
田 

哲
司 



米欧亜回覧ニュース（季刊） 2016年（平成28年）11月5日 （4） 

 ■
持
続
可
能
な
社
会
と
は
～
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ト
ラ
ス
ト
協
会
（
事
務
局
長 

関
健
志
氏
） 

 

六
月
十
四
日
開
催
。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
・
ト
ラ
ス
ト
は
、
市
民
や
企
業

か
ら
寄
付
金
を
集
め
て
、
国
民
の

財
産
と
し
て
残
す
べ
き
重
要
な
自

然
や
歴
史
的
な
環
境
を
、
買
い
取

り
や
保
存
契
約
な
ど
に
よ
っ
て
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
活
動
で
あ

る
。
約
百
年
前
の
イ
ギ
リ
ス
で
発

祥
し
、
日
本
で
は1

9
6
4

年
に
鎌

倉
・
御
谷
（
お
や
つ
）
の
森
が
ト

ラ
ス
ト
運
動
で
守
ら
れ
た
の
が
最

初
で
あ
る
。
以
来
、
知
床
や
天
神

崎
、
柿
田
川
な
ど
五
十
以
上
の
地

域
で
各
ト
ラ
ス
ト
団
体
が
多
彩
な

活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ト
ラ
ス

ト
運
動
の
広
が
り
を
受
け
て
、
全

国
的
な
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
推
進
す

る
た
め
、
当
協
会
が1

9
9
2

年
に
設

立
さ
れ
た
。 

 

自
然
保
護
の
た
め
の
土
地
の
確

保
と
い
う
公
益
性
の
高
い
取
り
組

み
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
公
有
地
化

や
保
護
区
の
設
定
な
ど
を
通
じ
て

行
政
が
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
あ

る
が
、
財
政
上
な
ど
の
限
界
も
あ

り
、
民
間
の
ト
ラ
ス
ト
運
動
が
そ

れ
を
補
う
重
要
な
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
近
年
で
は
、
山
林
を

手
放
す
地
主
が
増
え
、
水
源
林
が

外
国
資
本
に
買
わ
れ
て
い
る
と
い

う
危
機
を
訴
え
る
報
道
に
よ
り
、

土
地
を
買
い
取
っ
て
守
る
ト
ラ
ス

ト
運
動
へ
の
関
心
や
注
目
が
集

ま
っ
て
い
る
。 

 

国
土
の
約
二
十
％
を
占
め
る
自

然
草
原
や
自
然
林
の
う
ち
、
国
の

法
律
に
よ
っ
て
保
護
区
と
し
て
自

然
が
確
実
に
守
ら
れ
て
い
る
の

は
、
国
土
の
五
％
し
か
な
い
。
希

少
な
生
き
物
の
絶
滅
を
食
い
止

め
、
日
本
の
豊
か
な
自
然
が
失
わ

れ
る
の
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
ト

ラ
ス
ト
地
と
い
う
民
間
の
保
護
区

を
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が
急
務
と

な
っ
て
い
る
。 

 

近
年
、
ト
ラ
ス
ト
運
動
等
の
推

進
の
重
要
性
を
記
す
法
律
の
制
定

や
、
ト
ラ
ス
ト
運
動
を
支
援
す
る

金
融
商
品
の
開
発
、
遺
産
を
自
然

保
護
に
役
立
て
る
動
き
な
ど
が
活

発
に
な
っ
て
お
り
、
ト
ラ
ス
ト
運

動
に
対
す
る
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
や

関
心
の
高
ま
り
が
み
ら
れ
る
。
当

協
会
は
全
国
組
織
と
し
て
、
日
本

全
体
で
こ
の
運
動
を
さ
ら
に
進
め

て
い
く
た
め
に
、
全
国
の
ト
ラ
ス

ト
団
体
と
連
携
し
て
、
ト
ラ
ス
ト

地
の
さ
ら
な
る
拡
大
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
法
的
な
支
援
確
立
の
た

め
の
働
き
か
け
や
普
及
啓
発
に
努

め
て
い
き
た
い
。 

（
関 

健
志
） 

■T
h
e
 C

harm
s o

f J
apan

 

～
言
祝

ぐ
日
本
～
（Mr. P

e
te

r M
ac

M
illan

） 

  

七
月
十
六
日
開
催
。
マ
ク
ミ
ラ

ン
氏
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
、

杏
林
大
学
客
員
教
授
、
東
京
大
学

非
常
勤
講
師
を
務
め
る
傍
ら
、
日

本
と
世
界
を
つ
な
ぐ
架
け
橋
と
し

て
の
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
ま

た
、
翻
訳
家
と
し
て
ま
た
、
ア
ー

テ
イ
ス
ト
（
雅
号
は
「
西
斎
」
）

と
し
て
活
躍
中
で
あ
る
。 

 

講
演
は
日
本
と
ア
イ
ル
ラ
ン
ド

の
文
化
に
は
、
古
代
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
多
く
の
類
似
が
あ

り
、
そ
の
例
を
紹
介
す
る
と
こ
ろ

か
ら
口
火
が
切
ら
れ
た
。
そ
の
中

の
一
つ
が
詩
歌
が
重
ん
じ
ら
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
両
国
に
は
古
く

か
ら
た
く
さ
ん
の
詩
歌
が
残
さ
れ

て
い
る
。
初
め
て
来
日
し
た
時

シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
の
は
、
日
本

と
西
洋
の
文
化
・
美
意
識
の
違
い

で
あ
っ
た
。
西
洋
で
は
「
完
全

さ
」
「
永
続
性
」
「
合
理
性
」
な

ど
が
価
値
観
の
中
心
に
あ
る
が
、

日
本
の
そ
れ
は
「
部
分
か
ら
全
体

を
暗
示
さ
せ
る
よ
う
な
不
完
全

さ
」
「
四
季
折
々
移
ろ
い
ゆ
く
儚

さ
」
「
口
に
は
出
さ
な
い
が
心
で

愛

で

る

、

奥

ゆ

か

し

さ

」

、

「
和
」
が
重
ん
じ
ら
れ
る
が
、
西

洋
の
哲
学
の
根
底
に
あ
る
も
の
は

「
正
義
」
で
あ
る
、
等
々
。 

 

在
日
期
間
も
二
十
年
を
超
え
、

自
分
は
こ
れ
か
ら
先
、
住
む
べ
き

場
所
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
か
日
本

か
、
迷
っ
て
い
た
時
に
「
百
人
一

首
」
に
巡
り
合
い
、
英
訳
す
る
事

に
よ
っ
て
よ
り
日
本
人
の
心
を
よ

り
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
と
、
「
百

人
一
首
の
英
訳
」
を
ラ
イ
フ
・

ワ
ー
ク
に
決
め
る
。
そ
の
花
が
開

く
の
は2008

年
春 

One 
Hundred 

Poets, 
One 

poem 
Each

を
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
出
版
局
よ
り
出
版
さ

れ
、
同
年
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
日

本
文
化
セ
ン
タ
ー
日
本
文
学
翻
訳

特
別
賞
を
受
賞
す
る
。
更
に
今
年

の
九
月
に
は
伊
勢
物
語
の
英
訳

「The 
Tales 

of 
Ise

」
を

Penguin Books

か
ら
出
版
。 

 

講
演
会
の
中
で
、
伊
勢
物
語
や

小
倉
百
人
一
首
の
和
歌
を
数
多
く

取
り
上
げ
、
表
面
的
な
意
味
と
、

裏
に
隠
さ
れ
た
意
味
と
を
英
訳
を

交
え
な
が
ら
非
常
に
解
り
や
す
く

解
説
さ
れ
た
。
参
加
者
も
昔
の
受

験
勉
強
時
代
を
思
い
出
す
か
の
よ

う
に
、
「
掛
詞
」
「
比
喩
」
や

「
同
音
異
議
語
」
等
、
ま
た
西
洋

の
思
想
・
哲
学
と
は
全
く
異
な
る

「
美
」
や
「
善
」
に
対
す
る
普
遍

性
に
つ
い
て
聞
き
入
っ
て
い
た
。

講
演
の
中
で
説
明
を
受
け
た
和
歌

の
中
か
ら
一
つ
だ
け
氏
の
英
訳
と

合
わ
せ
紹
介
す
る
。 

由
良
の
門
を
渡
る
舟
人
梶
を
絶
え 

ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
恋
の
道
か
な 

 

曾
禰
好
忠
（
そ
ね
の
た
だ
よ
し
）

（
百
人
一
首
） 

 

Crossing 
the 

Straits 
of 

Yura 
 
the 

boatman 
lost 

the 

rudder . 

The 
boat’

s 
adrift 

 
 
not 

knowing where it goes. 

Is 
the 

course 
of 

love 
like 

this ? 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

氏
は
「
日
本
語
の
和
歌
は
非
常

に
難
し
い
の
で
英
訳
の
方
が
よ
り

理
解
し
や
す
い
、
是
非
そ
ち
ら
を

読
ん
で
下
さ
い
」
と
自
己P

R

、
会

場
は
ド
ッ
ト
湧
い
た
。
講
演
の
最

後
は
「
自
分
は
伊
勢
物
語
や
百
人

一
首
の
英
訳
を
通
じ
て
日
本
の
良

さ
を
こ
れ
か
ら
も
世
界
に
発
信
し

て
い

き

た

い
、

日

本

に
来

て

「
縁
」
が
で
き
た
こ
と
大
変
う
れ

し
く
思
い
ま
す
、
あ
な
た
方
と
出

逢
え
た
こ
と
に
感
謝
し
ま
す
」
と

締
め
括
ら
れ
た
。 

 
 
 
 

（
文
責
）
畠
山 

朔
男 

■
世
界
の
中
の
日
本
の
役
割(

五
百

旗
頭
真
氏) 

 

七
月
三
十
日
開
催
。 

 

冷
戦
後
四
半
世
紀
だ
が
、
日
本

に
は
、
不
思
議
な
再
生
バ
ネ
が
あ

る
よ
う
だ
。
未
曾
有
の
東
日
本
大

震
災
も
何
と
か
乗
り
越
え
つ
つ
あ

る
。
個
人
と
し
て
も
、
阪
神
大
震

災
で
家
が
全
壊
し
、
東
日
本
大
震

災
で
は
復
興
会
議
の
議
長
を
務

め
、
さ
ら
に
、
熊
本
に
行
っ
た

ら
、
三
度
目
の
大
地
震
に
遭
遇
。

復
興
会
議
で
は
、
毎
週
土
曜
日
に

五
時
間
の
会
議
で
大
議
論
。
後
藤

新
平
も
、
関
東
大
震
災
の
後
、
復

興
院
を
作
り
大
改
革
を
進
め
よ
う

と
し
た
が
、
地
主
が
政
友
会
に
働

き
か
け
て
猛
反
対
。
民
政
党
も
取

り
込
ま
れ
、
復
興
院
の
事
務
費
が

ゼ
ロ
。
内
務
省
の
復
興
局
を
中
心

グ
ラ
ン
ド
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

第
三
日
目
担
当 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ン
研
究
会 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

塚
本 

弘 

7月16日 Mr. Peter MacMillan 
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 に
何
と
か
進
め
た
。
東
日
本
大
震

災
で
も
、
「
復
旧
」
で
は
な
く

「
復
興
」
と
い
う
こ
と
で
、
高
台

移
転
、
復
興
増
税
、
多
重
防
御
な

ど
を
打
ち
出
し
た
。 

 

歴
史
を
遡
る
と
、6

6
3

年
に
白
村

江
で
大
敗
し
た
後
、
唐
を
学
習

し
、
平
城
京
を
開
き
、
鑑
真
を
招

い
た
。
薩
英
戦
争
の
敗
北
か
ら
、

砲
術
を
学
び
、
砲
台
を
設
置
し

た
。
ア
メ
リ
カ
の
日
本
史
研
究
者

ヒ
ュ
ー
・
ボ
ー
ト
ン
教
授
は
、

「
戦
闘
の
後
、
平
和
を
迎
え
る
国

民
」
と
日
本
人
を
洞
察
。
今
、
世

界
は
乱
世
。
二
つ
の
フ
ァ
ク
タ
ー

が
懸
念
。
イ
ス
ラ
ム
と
中
国
。
岩

倉
使
節
団
は
、
日
本
人
の
輝
か
し

い
資
質
を
発
揮
し
た
。
外
部
文
明

を
学
ぶ
の
は
、
自
信
が
な
け
れ
ば

で
き
な
い
。
西
欧
に
行
っ
て
、
近

代
化
は
始
ま
っ
て
ま
だ
四
十
年
、

キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
は
可
能
と
見
抜

い
た
。
タ
イ
の
チ
ュ
ラ
ロ
ン
コ
ン

大
王
も
、
十
代
の
と
き
、
即
位
を

遅
ら
せ
て
西
欧
に
学
ん
だ
。
今
の

中
国
は
、
鄧
小
平
の
韜
光
養
晦
の

教
え
を
忘
れ
、
慎
ま
し
や
か
で
は

な
い
。
先
程
、
エ
ズ
ラ
・
ボ
ー
ゲ

ル
教
授
と
偶
然
会
っ
た
。
「
鄧
小

平
ま
で
の
リ
ー
ダ
ー
は
、
外
国
経

験
が
あ
っ
た
が
、
今
は
、
そ
れ
が

な
い
の
で
心
配
」
と
の
こ
と
。 

 

こ
れ
か
ら
の
時
代
の
重
要
フ
ァ

ク
タ
ー
は
何
か
と
問
わ
れ
た
と

き
、
京
大
の
野
田
宣
雄
教
授
は
、

民
族
、
宗
教
、
ア
ジ
ア
と
喝
破
。

イ
ス
ラ
ム
の
過
激
分
子
は
、
結

局
、
自
己
破
滅
し
か
な
い
だ
ろ

う
。
太
平
天
国
の
乱
も
十
五
年
ぐ

ら
い
。
二
十
年
ぐ
ら
い
で
治
ま
る

か
も
。
中
国
は
、
強
権
国
家
で
、

戦
前
の
日
本
の
路
線
を
引
き
継
い

で
い
る
の
で
、
手
強
い
。
ア
メ
リ

カ
、
英
国
の
内
部
か
ら
の
瓦
解
が

懸
念
。
ト
ラ
ン
プ
は
レ
ー
ガ
ン
に

似
て
い
る
と
い
う
人
も
い
る
が
、

レ
ー
ガ
ン
は
明
る
か
っ
た
。
英
国

は
、2

0
1
0

年
に
首
相
の
解
散
権
を

制
限
し
た
の
が
失
敗
。
日
本
の
強

み
は
、
安
倍
首
相
の
在
任
期
間
が

長
く
な
り
、
既
に
六
十
五
ヶ
国
を

訪
問
し
、
ト
ッ
プ
と
の
信
頼
を
築

い
た
こ
と
。
今
後
、
ロ
シ
ア
と
の

交
渉
で
、
歯
舞
、
色
丹
を
返
還
さ

せ
、
国
後
、
択
捉
は
、
継
続
交
渉

と
い
う
形
に
し
て
、
活
動
圏
と
す

れ
ば
い
い
。 

(

文
責
）
塚
本 

弘 

■
日
本
を
ほ
ぐ
す
～
私
が
シ
ェ
ア
奥

沢
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と
（
堀
内
正

弘
氏
―
多
摩
美
術
大
学
教
授
、
シ
ェ

ア
奥
沢
オ
ー
ナ
ー
） 

 
 

九
月
十
日
開
催
。 

 

講
演
は
鶴
見
俊
輔
の
「
限
界
芸

術
論
」
、
マ
ズ
ロ
ー
の
「
人
間
欲

求
五
段
階
説
」
等
の
人
間
行
動
の

基
本
理
念
に
つ
い
て
の
説
明
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
。
こ
れ
ら
は
地
域

社
会
の
人
間
の
交
流
が
生
ま
れ
る

き
っ
か
け
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
時
の

基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
あ
り
、

「
空
き
家
」
活
用
の
モ
デ
ル
ケ
ー

ス
に
な
っ
て
い
る
「
シ
ェ
ア
奥

沢
」
の
「
人
が
集
ま
る
場
作
り
」

の
基
本
的
理
念
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
強
い
印
象
を
受
け
た
。
「
空

き
家
」
は
、2

0
1
3

年
の
政
府
の
住

宅
土
地
統
計
調
査
に
よ
れ
ば
、
八

百
二
十
万
戸
で
、
総
住
宅
数
の

1
3
.
5

％
を
占
め
て
い
る
。2

0
3
3

年

に
は
住
宅
の
三
軒
に
一
軒
が
空
き

家
に
な
る
と
い
う
衝
撃
的
な
予
測

をN
RI(

野
村
総
研)

が
発
表
し
て
い

る
。
「
空
き
家
」
を
有
効
な
資
産

と
し
て
再
生
さ
せ
る
よ
う
な
仕
組

み
を
整
え
て
い
く
こ
と
が
日
本
に

と
っ
て
急
務
に
な
っ
て
い
る
。 

 

堀
内
先
生
は
世
田
谷
区
に
あ
る

自
宅
の
別
棟
を
改
修
し
て
「
シ
ェ

ア
奥
沢
」
を
立
ち
上
げ
、
「
地
域

の
居
場
所
」
、
「
地
域
の
交
流
の

場
」
と
し
て
三
年
前
か
ら
運
営
、

活
用
し
て
き
て
い
る
。
現
在
は
、

多
く
の
趣
味
の
団
体
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
音
楽
や
オ
ペ
ラ
を
楽
し
む
会
、

種
々
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
地
域
包
括

ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
の
活
動
等
多
方
面
の
活

動
に
利
用
さ
れ
、
「
空
き
家
」
の

活
用
事
例
と
し
て
大
成
功
し
て
お

り
、
主
要
メ
デ
ィ
ア
が
そ
の
活
動

を
紹
介
し
た
の
で
、
全
国
的
に
注

目
さ
れ
て
い
る
。 

 

堀
内
先
生
は
「
シ
ェ
ア
奥
沢
」

の
成
功
事
例
を
シ
ェ
ア
・
ハ
ブ

（S
H
A
R
E

・H
U
B

）
と
し
て
、
そ
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
公
開
、
共
有
し
全
国

に
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。 

「
日
本
を
ほ
ぐ
す
～
」
の
講
演
を

聞
い
て
、
こ
れ
は
「
戦
後
七
十
年

で
硬
直
化
し
た
日
本
社
会
を
も
っ

と
柔
軟
な
、
個
人
が
生
き
生
き
し

た
地
域
社
会
を
再
生
す
る
た
め
の

ソ
ー
シ
ャ
ル
イ
ノ
ベ
イ
シ
ョ
ン(

社

会
改
革)

を
目
指
し
て
い
る
」
と
強

く
感
じ
た
。 

 
 
 
 

（
文
責
）
小
泉 

勝
海 

■
第
二
百
六
回 

 

七
月
二
十
二
日

開

催

、

第

1
4
,
1
5
,
1
6

章
（
北

部
巡
覧
ノ
記
上
・

中
・
下
）  

 

使
節
団
は
、
六

月
九
日
（
陽
暦
）

「
連
邦
政
府
の
招

待
で
接
待
係
メ

ヤ
ー
将
軍
の
案
内

に
よ
り
北
部
名
所 

を
遊
覧
す
べ
く
、

ワ
シ
ン
ト
ン
議
事
堂
北
の
駅
か
ら

寝

台

車

二

両

で

出

発
」

し

、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
、

ボ
ス
ト
ン
等
を
巡
覧
六
月
二
十
二

日
払
暁
ワ
シ
ン
ト
ン
に
帰
着
し

た
。
同
行
者
は
岩
倉
大
使
、
木
戸

副
使
、
山
口
副
使
、
肥
田
理
事

官
、
田
中
光
顕
理
事
官
、
久
米
、

畠
山
、
林
董
、
森
弁
務
少
使
、
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
領
事
ブ
ル
ッ
ク

ス
他
だ
っ
た
。
副
使
の
大
久
保
と

伊
藤
は
信
任
状
取
付
の
た
め
一
時

帰
国
中
で
参
加
し
て
い
な
い
。 

 

六
月
十
日
付
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

タ
イ
ム
ズ
は
、
使
節
団
一
行
の
北

部
巡
覧
予
定
の
概
要
に
続
け
て
、

「
こ
の
旅
行
の
終
わ
り
ま
で
に
日

米
間
の
条
約
は
完
成
し
て
い
る
だ

ろ
う
」
と
条
約
改
正
交
渉
の
楽
観

的
な
見
通
し
を
報
じ
た
が
、
期
待

に
反
し
て
、
大
久
保
・
伊
藤
が
信

任
状
を
得
て
ワ
シ
ン
ト
ン
に
帰
任

し
た
七
月
二
十
二
日
に
条
約
交
渉

は
打
ち
切
ら
れ
る
破
目
に
な
っ

た
。 

 

最
初
の
訪
問
地
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
は
、
「
鉄
柱
を
以
て
支
持
し

て
、
鉄
道
を
街
上
二
丈
余
の
上
に

架
設
し
、
蒸
気
車
を
往
来
す
る
桟

橋
あ
り
」
と
大
通
り
の
左
右
に
高

架
鉄
道
が
走
る
様
に
驚
愕
し
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
の
鉄
道
総
延
長
は

1
8
3
0

年
に
四
十
マ
イ
ル
に
過
ぎ
な

か
っ
た
、1

8
7
0

年
に
は4

9
,
1
6
8

マ

イ
ル
に
達
し
て
い
た
。
岩
倉
一
行

の
乗
っ
た
ボ
ル
テ
ィ
モ
ア
・
オ
ハ

イ
オ
鉄
道
（B

&
O

）
は
そ
の
嚆
矢

で
、
ワ
シ
ン
ト
ン
北
駅
は1

8
3
5

年

に
完
成
し
て
お
り
、
リ
ン
カ
ー
ン

大
統
領
の
就
任
式
や
葬
儀
に
も
使

わ
れ
て
い
た
。 

 

次
の
訪
問
地
ウ
ェ
ス
ト
ポ
イ
ン

ト
陸
軍
士
官
学
校
で
兵
器
や
訓
練

を
見
学
し
た
後
、
ナ
イ
ア
ガ
ラ
で

瀑
布
を
観
光
し
た
後
、
フ
ィ
ル
モ

ア
元
大
統
領
と
会
食
。
ペ
リ
ー
来

航
時
の
大
統
領
フ
ィ
ル
モ
ア
氏
は

地
元
出
身
で
バ
ッ
フ
ァ
ロ
ー
大
学

共
同
設
立
者
に
な
っ
て
い
た
。
一

行
は
そ
の
後
保
養
地
サ
ラ
ト
ガ
、

時
計
で
有
名
な
ウ
ォ
ル
サ
ム
を
経

て
ボ
ス
ト
ン
を
訪
問
す
る
。 

 

同
地
で
はThe 

World's 
Peace 

Jubilee 
and 

International 

Musical 
Festival

 

（
普
仏
戦
争

の
終
結
に
伴
い
世
界
に
平
和
が

甦
っ
た
こ
と
を
祝
う
「
太
平
樂

会
」
）
開
催
中
で
使
節
団
二
日
間

通
い
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス

等
の
指
揮
で
本
格
的
西
洋
音
楽
に
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 接
し
た
。
久
米
は
「
謡
を
善
く
す

る
も
の
一
万
六
千
人
、
堂
中
は
五

万
人
を
容
て
尚
余
地
あ
り
」
と
驚

愕
し
、
「
珠
玉
盤
に
迸
り
、
金
石

み
な
鳴
る
」
な
ど
詠
嘆
調
で
延
々

と
西
洋
音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
記

述
し
て
い
る
。
そ
れ
ま
で
音
楽
に

無
関
心
か
と
思
わ
れ
た
久
米
も
豹

変
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
模
様

だ
。
使
節
団
は
こ
の
後
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
を
再
訪
し
、
ワ
シ
ン
ト
ン

に
戻
っ
た
。 

 

（
岩
崎 

洋
三
） 

■
第
二
百
七
回 

 

九
月
二
十
三
日
開
催
、
第
十
七

章
ワ
シ
ン
ト
ン
後
記
、
第
十
八
章

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
記
、
第
十

九
章
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
記
。 

 

現
代
語
訳
を
中
心
に
原
文
の
一

部
を
輪
読
す
る
。1

8
7
2

年
六
月
二

十
二
日
、
二
度
目
の
ワ
シ
ン
ト
ン

入
り
後
、
八
月
一
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
か
ら
ボ
ス
ト
ン
に
向
か
う
約
四

十
日
、
時
に
気
温
が3

8

℃
に
達
す

る
最
中
、
主
に
ワ
シ
ン
ト
ン
で
過

ご
す
。
こ
の
間
条
約
改
正
に
必
要

と
さ
れ
た
天
皇
の
全
権
委
任
状
下

付
を
受
け
る
た
め
大
久
保
、
伊
藤

が
三
月
日
本
に
向
か
い
、
七
月
に

帰
着
。
各
国
の
干
渉
等
も
あ
り
、

七
月
二
十
二
日
、
米
国
と
の
条
約

改
正
交
渉
は
打
切
ら
れ
、
使
節
団

は
グ
ラ
ン
ト
大
統
領
と
会
見
、
米

国
出
発
を
告
げ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン

滞
在
中
、
米
議
会
も
夏
季
休
会

中
、
一
行
は
大
久
保
、
伊
藤
の
帰

着
ま
で
無
聊
の
時
を
過
ご
す
。 

 

第
十
七
章
で
、
久
米
は
先
ず
南

部
各
州
の
農
業
事
情
（
タ
バ
コ
、

米
、
綿
花
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
養

蚕
）
に
つ
い
て
詳
細
に
記
述
す
る

ほ
か
、
合
衆
国
共
和
制
と
ド
イ
ツ

領
主
制
を
対
比
し
て
両
国
と
も
国

内
的
に
は
封
建
制
度
下
に
あ
る
と

見
、
南
北
戦
争
の
要
因
と
し
て
関

税
法
と
奴
隷
制
廃
止
に
つ
い
て
各

州
間
の
深
刻
な
対
立
に
起
因
し
た

こ
と
、
保
守
の
共
和
党
が
奴
隷
制

廃
止
を
提
唱
す
る
一
方
、
民
主
党

が
反
対
だ
っ
た
こ
と
な
ど
、
国
情

は
複
雑
に
入
り
組
み
、
理
解
は
容

易
で
な
い
と
。
南
北
戦
争
後
、
政

府
は
財
政
改
善
の
た
め
軍
備
削
減

に
努
め
、
新
た
に
物
品
税
を
設
け

尽
力
中
の
こ
と
、
戦
争
中
の
英
国

と
の
戦
艦
ア
ラ
バ
マ
事
件
の
係
争

に
も
ふ
れ
る
一
方
、
欧
州
諸
国
が

表
面
中
立
を
装
い
な
が
ら
南
軍
へ

の
加
担
を
伝
え
る
。 

 

ま
た
当
時
、
大
統
領
選
挙
中
で

予
備
選
挙
か
ら
グ
ラ
ン
ト
大
統
領

選
出
ま
で
の
動
静
を
伝
え
、
現
在

進
行
中
の
米
大
統
領
選
と
軌
を
一

に
す
る
。
久
米
は
「
西
洋
人
は
其

持
論
を
達
す
る
に
畢
生
の
精
神
を

尽
く
す
」
と
米
大
統
領
選
挙
と
政

治
制
度
に
着
目
し
た
。 

 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
は
二
泊

し
、
米
独
立
宣
言
が
さ
れ
た
議
事

堂
、
広
大
な
市
中
公
園
な
ど
見

学
。
米
英
の
国
民
性
比
較
、
米
欧

の
都
市
比
較
を
行
う
。
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
も
二
泊
で
、
聖
書
協
会

（
出
版
社
）
、
百
貨
店
、
新
聞

社
、
大
学
等
見
学
。
聖
書
協
会
で

は
、
一
行
は
漢
訳
聖
書
を
各
一
冊

提
供
さ
れ
る
と
と
も
に
、
本
章
で

儒
教
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
と
を 

比
較
し
た
宗
教
論
、
さ
ら
に
合
衆

国
論
を
展
開
。
現
在
も
一
読
に
値

す
る
記
述
に
思
わ
れ
た
。
報
告
で

は
、
当
時
の
米
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

と
現
代
の
米
新
聞
・
雑
誌
の
発
行

状
況
を
対
比
し
て
ア
メ
リ
カ
社
会

の
変
化
に
触
れ
た
ほ
か
、
カ
キ
養

殖
と
カ
キ
料
理
が
度
々
供
さ
れ
た

記
録
を
興
味
深
く
読
む
。 

 

な
お
、
本
年
が
江
戸
期
に
来
日

し
た
ケ
ン
ペ
ル
没
後
三
百
年
を
覚

え
、
ケ
ン
ペ
ル
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

日
本
観
に
つ
い
て
、
ク
ラ
イ
ナ
ー

の
著
書
を
基
に
ケ
ン
ペ
ル
『
日
本

誌
』
の
一
部
抜
粋
を
紹
介
し
比
較

文
明
論
の
一
助
と
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
森 

東
亜
） 

■
第
二
十
五
回 

 

六
月
十
五
日
開

催
、Chapter 

26 

The 
Bizen 

Af-

f
air

（
備
前
事
件

1868

・1

・11

）  

 

備
前
事
件
と

な
っ
て
い
る
が
、

神
戸
事
件
と
し
て

よ
り
広
く
知
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、

サ
ト
ウ
は
一
名
の

ア
メ
リ
カ
人
水
兵

が
備
前
藩
兵
の
隊
列
を
横
切
っ
て

射
殺
さ
れ
た
こ
と
に
端
を
発
し
た

紛
争
で
あ
る
と
記
述
し
て
い
る

が
、
実
際
に
は
フ
ラ
ン
ス
水
兵
が

横
切
っ
て
い
て
、
槍
で
け
が
を
さ

せ
ら
れ
た
が
殺
さ
れ
て
は
い
な

い
。
こ
れ
は
サ
ト
ウ
の
記
述
が
不

正
確
で
あ
る
こ
と
の
一
例
で
あ

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
外
国
軍
隊
が

一
時
神
戸
中
心
部
を
占
領
し
、
下

級
の
備
前
藩
士
滝
善
三
郎
ひ
と
り

に
一
切
の
責
任
を
負
わ
せ
、
切
腹

を
命
じ
、
こ
の
犠
牲
の
う
え
に
維

新
冒
頭
の
危
機
を
切
り
抜
け
た
。 

 

ブ
リ
タ
ニ
カ
に
よ
る
と
「
従
来

は
、
明
治
維
新
直
後
の
攘
夷
衝
突

事
件
と
さ
れ
て
い
た
に
す
ぎ
な
い

が
、
明
治
政
府
が
幕
府
に
代
っ
て

列
国
と
対
外
交
渉
に
あ
た
っ
た
の

は
こ
の
事
件
が
最
初
で
あ
り
、
こ

れ
を
機
に
明
治
政
府
は
、
鎖
国
攘

夷
の
旗
を
降
ろ
し
て
開
国
和
親
の

た
て
ま
え
を
世
界
に
公
表
す
る
こ

と
に
な
り
、
国
際
社
会
に
そ
の
存

在
を
認
知
さ
せ
る
こ
と
に
成
功
し

た
。
」 

 

サ
ト
ウ
の
日
記
は
事
件
が
起
き

て
か
ら
約
五
十
年
後
に
書
か
れ
て

い
て
、
英
国
等
は
こ
の
機
に
乗
じ

て
日
本
を
植
民
地
化
し
よ
う
な
ど

と
一
切
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
記

述
し
て
い
る
が
、
そ
の
ま
ま
素
直

に
信
じ
て
い
い
か
ど
う
か
意
見
の

分
か
れ
る
と
こ
ろ
だ
と
思
う
。 

 
 
 
 
 
 

（
小
坂
田 

國
雄
） 

■
第
二
十
六
回 

 

七
月
十
三
日
開
催
、
第2

7

章 

First 
Visit 

to 
Kioto 

サ
ト
ウ

の
京
都
初
訪
問
記
。 

 

承
前
、
慶
応
四
年
一
月
三
日

（
西
暦
一
八
六
七
年
一
月
二
十
七

日
）
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
が
勃

発
、
翌
四
日
大
勢
決
し
、
薩
摩
・

長
州
軍
の
優
勢
判
明
。
徳
川
慶
喜

は
大
坂
城
を
退
去
し
、
江
戸
に
敗

走
。
一
月
十
一
日
、2

6

章B
i
z
e
n 

A
f
f
a
i
r

（
神
戸
事
件
）
が
あ
り
、

一
月
十
五
日
、
東
久
世
（
参
与
・

外
国
事
務
取
調
）
は
イ
ギ
リ
ス
を

は
じ
め
と
す
る
各
国
公
使
団
と
会

見
し
、
新
政
府
の
樹
立
を
告
げ

る
。 

 

こ
の
幕
末
政
治
の
激
動
の
渦

中
、
サ
ト
ウ
は
神
戸
事
件
の
争
闘

に
英
警
備
隊
と
参
戦
、
薩
摩
藩
士

吉
井
な
ど
か
ら
鳥
羽
伏
見
の
戦
況

を
聴
取
し
、
パ
ー
ク
ス
の
指
示
の

下
、
各
国
公
使
団
と
東
久
世
と
の

会
見
を
斡
旋
す
る
と
と
も
に
会
見

に
同
席
し
通
訳
に
あ
た
る
。
薩

摩
・
岩
下
、
寺
島
、
長
州
。
伊

藤
、
土
佐
・
後
藤
な
ど
と
応
接

し
、
情
報
活
動
を
活
発
に
展
開
す

る
活
躍
ぶ
り
で
あ
る
。
こ
う
し
た

政
治
状
況
下
、
サ
ト
ウ
は
大
坂
か

ら
屋
形
舟
で
京
都
へ
向
か
い
、
伏

見
に
一
泊
し
て
相
国
寺
に
入
る
。

京
都
で
は
薩
摩
藩
主
（
忠
義
）
、

西
郷
、
土
佐
・
後
藤
な
ど
と
会
い

備
前
事
件
（
神
戸
事
件
）
の
懲
罰

の
こ
と
、
英
議
会
制
度
な
ど
話
し

合
う
。
長
州
・
桂
（
木
戸
）
薩

ニューヨークのブロードウェイ

（『実記』） 
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 摩
・
大
久
保
（
参
与
・
内
国
事
務

係
）
な
ど
新
政
府
要
人
と
も
応
接

す
る
。
一
月
三
十
日
（2

.
2
3

）
、

徒
歩
で
伏
見
ま
で
、
夜
川
船
で
大

坂
へ
戻
る
。
西
郷
か
ら
縮
緬
二

巻
、
餞
別
と
し
て
進
呈
さ
れ
る
。

洛
中
の
描
写
は
相
国
寺
と
二
条
城

程
度
で
、
大
坂
城
の
焼
け
跡
が
詳

細
。 

 

今
回
サ
ト
ウ
の
説
明
が
時
間
的

に
前
後
し
錯
綜
す
る
た
め
主
要
事

件
と
サ
ト
ウ
の
動
静
を
対
比
し
た

年
表
抄
を
一
瞥
し
た
後
、
輪
読
。

併
せ
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
を
日
本

史
文
献
に
よ
り
検
証
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
大
森 

東
亜
）  

■
第
二
十
七
回 

 

九
月
二
十
一
日
開
催
、2

8

章｢

瀧

善
三
郎
の
切
腹
と
御
門
と
の
謁
見

交
渉｣

と2
9

章｢

堺
事
件｣

 

。 

 

前
者
は
備
前
事
件
の
解
決
を
扱

い
、
後
者
は
サ
ト
ウ
本
人
の
経
験

で
は
な
く
伝
聞
を
記
し
た
も
の
で

あ
る
。
新
政
府
に
よ
る
こ
れ
ら
の

事
件
の
処
理
が
拙
速
で
あ
っ
た
が

故
に
、
た
と
え
一
時
的
で
は
あ
れ

京
都
内
で
尊
攘
感
情
が
高
ま
り
を

見
せ
、
後
の
パ
ー
ク
ス
襲
撃
事
件

に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
問
題
を
提
起
し
た
。 

 

備
前
事
件
を
発
端
に
兵
庫
が
混

乱
状
態
に
あ
る
中
、
新
政
府
を
作

る
と
い
っ
て
も
何
の
挨
拶
も
な
い

こ
と
を
パ
ー
ク
ス
に
な
じ
ら
れ
た

伊
藤
俊
輔
は
慌
て
て｢

王
政
復
古
の

国
書｣

と｢

開
国
和
親
の
布
告｣

を

｢

拵
へ
た｣

の
で
あ
っ
た
。
朝
廷
で

は
備
前
事
件
の
解
決
に
苦
慮
し
、

岩
倉
は
備
前
藩
主
池
田
茂
政
に
、

池
田
は
家
老
日
置
帯
刀
に
そ
れ
ぞ

れ
苦
渋
に
満
ち
た
書
翰
を
送
っ
て

い
る(

岡
義
武｢

維
新
直
後
に
お
け

る
尊
攘
運
動
の
余
炎｣

)

。
結
果｢

宇

内
の
公
法｣

に
従
っ
て｢

外
国
の
儀｣

は
処
理
す
る
と
い
う
方
針
の
下

で
、
瀧
善
三
郎
が
一
人
全
責
任
を

負
い
従
容
と
し
て
切
腹
す
る
の
で

あ

る

が

、

サ

ト

ウ

と

ミ

ッ

ド

フ
ォ
ー
ド
は
そ
の
厳
粛
な
様
式
美

に
深
い
感
動
を
覚
え
た
。
そ
の
間

朝
廷
内
は
中
山
慶
子(

明
治
天
皇
の

生
母)
を
筆
頭
に
御
門
の
謁
見
に
は

大
反
対
の
騒
動
が
湧
き
起
こ
っ
て

い
た
。(
東
久
世
通
禧
『
維
新
前

後
』) 

 

と
も
か
く
、
二
つ
の
事
件
共
に

列
強
の
主
張
を
唯
々
諾
々
と
受
け

容
れ
た
新
政
府
の
態
度
は
、
尊
攘

派
を
刺
激
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ

の
一
端
を｢

剣
影
録｣

と
い
う
文
書

を
示
す
こ
と
で
例
証
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

（
赤
間 

純
一
） 

i-
c
afé

-m
usic

＠
シ
ェ
ア
奥
沢 

音
楽
で
巡
る
「
岩
倉
使
節
団
の
米

欧
回
覧
」
総
集
編 

 

シ
ェ
ア
奥
沢
に
場
所
を
移
し
たi

-
C
a
f
é

は
、
今
回
で
十
三
回
目
を
数

え
、
地
球
を
二
周
り
し
た
こ
と
に

な
る
の
で
、
「
総
集
編
」
と
し
て

使
節
団
訪
問
各
国
の
音
楽
を
中
心

に
据
え
た
。 

 

第
一
部
「
映
像
と
お
話
」
は
、

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
使
節
団
出
発
」
上
映

後
、
会
員
の
吉
原
重
和
氏
が
使
節

団
員
で
帰
国
後
初
代
日
銀
総
裁
に

な
っ
た
吉
原
重
俊
が
普
仏
戦
争
観

戦
武
官
団
と
し
て
明
治
三
年
渡
欧

し
た
際
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の

ナ
ウ
マ
ン
社
に
委
託
し
て
い
た
明

治
通
宝
（
ゲ
ル
マ
ン
紙
幣
）
印
刷

状
況
を
視
察
し
た
こ
と
な
ど
を
、

続
い
て
、
ゆ
う
き
よ
し
な
り
氏
が

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
で
開
催
さ
れ
た
国
際

絵
本
展
な
ど
現
代
の
イ
タ
リ
ア
回

覧
の
興
味
あ
る
お
話
を
、
共
に
パ

ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で
披
露
し
て
く
れ

た
。 

 

第
二
部
「
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー

ト
」
は
、i-Café 

Strings

の
植

木
潤
、
柳
沼
悠
、
田
中
美
衣
、
関

谷
卓
人
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
ド
ボ

ル
ザ
ー
ク
の
「
弦
楽
四
重
奏
ア
メ

リ
カ
第
一
楽
章
」
で
幕
開
け
。
次

い
で
当
会
お
馴
染
み
の
ソ
プ
ラ
ノ

森
美
智
子
さ
ん
と
武
藤
弘
子
さ
ん

に
当
時
の
歌
を
植
木
園
子
さ
ん
の

ピ
ア
ノ
伴
奏
で
歌
っ
て
い
た
だ
い

た

い

た

。

お

お

ス

ザ

ン

ナ

（
米
）
、
埴
生
の
宿
（
英
）
、

オ
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
（
仏
）
、
故

郷
を
離
る
る
歌
（
独
）
、
と
も
し

び
（
露
）
、
フ
ニ
ク
リ
・
フ
ニ
ク

ラ
（
伊
）
、
ウ
ィ
ー
ン
わ
が
夢
の

街
（
墺
）
な
ど
な
ど
。i

-
C
a
f
é 

Singer
s

の
畠
山
・
吉
原
・
岩
崎
も

ソ
プ
ラ
ノ
の
応
援
を
得
な
が
ら

「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
懐
か
し
き
我
が

家
」
な
ど
を
披
露
し
た
。 

 

歌
に
隠
れ
た
歴
史
も
面
白
い
。

1
8
4
8

年
に
フ
ォ
ス
タ
ー
が
作
曲
し

た
「
お
お
ス
ザ
ン
ナ 

」
は
、
ゴ
ー

ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
の
聖
歌
と
云
わ
れ

る
ほ
ど
大
い
に
流
行
り
、
フ
ォ
ス

タ
ー
が
最
初
の
プ
ロ
・
ソ
ン
グ
・

ラ
イ
タ
ー
に
転
向
す
る
機
縁
に

な
っ

た

こ

と
、

州

歌

だ

っ

た

「
ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
懐
か
し
き
我
が

家
」
が
奴
隷
制
度
を
肯
定
す
る
と

し
て
州
歌
の
地
位
を
「
シ
ェ
ナ
ン

ド
ー
」
に
譲
っ
た
こ
と
、
「
フ
ニ

ク
リ
・
フ
ニ
ク
ラ
」
は
、
ヴ
ェ
ス

ビ
オ
火
山
に
ト
マ
ス
・
ク
ッ
ク
社

が

敷

設

し

た

登

山

電

車

(
F
u
n
i
c
o
l
a
r
e
)

の
営
業
不
振
を

救
っ
た
世
界
最
初
の
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ

だ
っ
た
こ
と
な
ど
。  

 

第
三
部
「
交
流
会
」
で
は
、

シ
ェ
ア
奥
沢
の
キ
ッ
チ
ン
・
マ
ス

タ
ー
が
用
意
し
て
く
れ
た
訪
問
各

国
に
因
ん
だ
料
理
と
、
お
祝
い
に

提
供
さ
れ
た
シ
ャ
ン
パ
ン
で
話
が

弾
ん
だ
が
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の
田

中
美
衣
さ
ん
が
お
仕
事
絡
み
の
犯

罪
者
更
正
の
お
話
を
さ
れ
、
浮
れ

て
ば
か
り
も
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

締
め
く
く
り
に
実
行
委
員
長
の
塚

本
さ
ん
に
十
二
月
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た
だ
い
た
。 

 
 
 
 

（
文
責
）
岩
崎 

洋
三 

 

■
第
九
十
一
回 

 

七
月
十
三
日
開

催
、
出
席
四
名
。

第
三
編
（
巻
）
の

第4
9

巻
（
編
）
の

「
白
耳
義
（
ベ
ル

ギ
ー
）
国
」 

 

一
八
三
一
年
に

制
定
さ
れ
た
ベ
ル

ギ

ー

王

国

憲

法

は
、
国
民
主
権
や

王
権
の
制
限
な
ど

の
規
定
が
盛
り
込

ま
れ
、
立
憲
君
主
制
憲
法
の
模
範

と
な
る
も
の
と
な
っ
た
。 

 

岩
倉
使
節
団
の
十
年
後
、
一
八

八
二
年
に
伊
藤
博
文
が
欧
州
の
憲

法
な
ど
の
調
査
の
た
め
訪
問
し
た

国
と
し
て
、
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
、
イ
ギ
リ
ス
と
並
ん
で
ベ
ル

ギ
ー
も
対
象
と
し
て
い
る
。
立
憲

政
体
を
担
保
す
る
「
三
権
分
立
、

議
会
制
、
人
権
」
の
三
本
の
柱
を

中
核
と
す
る
ベ
ル
ギ
ー
憲
法
を

ベ
ー
ス
と
し
て
、
君
主
大
権
を
拡

大
す
る
と
同
時
に
政
府
機
能
重
視

の
ド
イ
ツ
憲
法
を
見
倣
う
方
向
に

進
む
結
果
と
な
っ
た
。 

 

絶
対
的
王
権
支
配
を
否
定
し
た

フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら
僅
か
百
年
後

に
、
遥
か
に
離
れ
た
東
洋
の
日
本

に
、
「
三
権
分
立
、
議
会
制
、
人

権
」
の
政
治
形
体
で
あ
る
立
憲
君
主

制
が
、
ベ
ル
ギ
ー
と
い
う
小
国
を
通

じ
て
、
形
は
変
え
な
が
ら
も
定
着
し

た
こ
と
は
瞠
目
に
値
す
る
も
の
と
考

え
る
。 

 
 
 
 

 
 
 

（
難
波 

康
煕
） 

関西支部報告 

担当幹事 難波 康煕 

namba@jttk.zaq.ne.jp 

i-café-music@シェア奥沢「総集編」 
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編
集
後
記 

◇
い
よ
い
よ
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
ま
で
一
か
月
と
迫
り
、
本

号
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
少
し
変

則
の
構
成
と
な
っ
て
記
念
事
業

一
色
と
な
り
ま
し
た
。
続
く
大
半

の
ペ
ー
ジ
は
、
従
来
の
部
会
活
動

に
加
え
、
設
立
二
十
周
年
記
念
事

業
の
企
画
・
準
備
に
如
何
に
多
く

の
会
員
が
幅
広
く
行
動
し
て
き

た
か
を
証
し
て
い
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
学
術
総

合
セ
ン
タ
ー
に
来
ら
れ
る
こ
と

を
願
い
ま
す
。 

◇
シ
カ
ゴ
在
住
の
村
井
さ
ん
の

お
か
げ
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
刷

新
が
進
み
、
グ
ラ
ン
ド
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
の
情
報
も
掲
載
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
申
し
込
み
も
で
き

ま
す
の
で
是
非
い
ち
ど
ご
覧
に

な
り
、
友
人
・
知
人
に
も
紹
介
し

て
く
だ
さ
い
。 

◇
泉
代
表
保
管
の
資
料
を
デ
ジ

タ
ル
化
す
る
事
が
幹
事
会
で
決

定
さ
れ
、
こ
の
た
び
多
田
直
彦
幹

事
の
尽
力
に
よ
り
完
成
し
ま
し

た
。
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
岩
倉
使
節
団
の
世

界
一
周
の
旅
」
の
写
真
や
泉
氏
の

ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
音
声
）
の
デ
ジ

タ
ル
化
。
『
実
記
』
の
銅
板
画
や

挿
絵
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。 

 

デ
ー
タ
は
事
務
局
に
保
管
管

理
さ
れ
、
希
望
の
映
像
や
音
声
が

あ
れ
ば
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
明

治
維
新
か
ら
百
五
十
年
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
到
来
は
早
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
遅
か
っ

た
の
で
し
ょ
う
か
。 

（
Ｎ
） 

（印刷 e-shop幕張 043-297-7051) 

＜催し案内＞ 

2016年11月～12月の予定です 

☆設立２０周年記念 グランド・シンポジウム 

 テーマ：岩倉使節団の世界史的意義と 

                  地球時代の日本の未来像 

 第１日：12月2日（金）10：00～19：00 

  岩倉使節団は明治国家に何をもたらしたか 

                                                ～その光と影 

 〔基調講演〕芳賀徹（東京大学名誉教授） 

     ｢日本近代史における岩倉使節団の意味」 

 第２日：12月3日（土）10：00～18：00 

  日本近代１５０年を考える～「もう一つの道」を問う 

 〔基調講演〕保阪正康（日本近現代史研究者） 

     「日本近代１５０年をどう見るか」 

  ＊レセプション 18：30～20：30 

 第３日：12月4日（日）10：00～19：00 

   志民の創る 地球時代の日本の未来像 

 〔基調講演〕五百旗頭真（熊本県立大学理事長） 

     「世界の中の日本の役割」  

 〔講師〕 

 ウィリアム・スティール、五百旗頭薫、マーティン・ 

 コルカット、瀧井一博、成田龍一、中島岳志、 

 楠綾子、山折哲雄、橘木俊詔、福川伸次、近藤誠一、 

 アレックス・カー、藻谷浩介、星野恵美子、 

 川口加奈、堀内正弘 

 会 場：学術総合センター中会議室・一橋講堂 

     千代田区一ツ橋2－1－2 

 会 費：各日 2,000円（学生1,000円） 

     3日間通し 5,000円（学生2,500円） 

     レセプション5,000円（参加希望者のみ） 

☆歴史部会  

 日 時 ：11月7日（月）13:30～16：30 

      「田中光顕―明治国家の黒幕的巨魁」 

 講 師：小野寺満憲氏 

 会 場：国際文化会館（会費1,000円） 

☆グローバルジャパン研究会  

 日 時 ：11月19日（土）13:30～16：30 

      「日本資本主義の功罪」 

 講 師：橘木俊詔氏（京都女子大学客員教授） 

 会 場：国際文化会館（会費1,000円） 

ホームページ 

メッセージ・活動と内容・岩倉使節

団・米欧回覧実記・会員のページ 等 

また、書籍・ＤＶＤ案内もあります 

http//www.iwakura-mission.jp 

＊お知らせ欄も時々チェックしてください 

      特定非営利活動法人 

「米欧亜回覧の会｣ご案内 

趣 旨    この会は「岩倉使節団」に興味をもち、その記

録である｢米欧回覧実記」に関心を抱く人々

の集まりです。 

この歴史的な大いなる旅と「実記」は、まさに

「温故知新」の宝庫といえましょう。 

この素材を媒体に歴史を学び、現代の直面

する諸問題についても自由に語り合う会で

す。 

会 員    趣旨に賛同する人なら誰でも入会できます。 

例 会   年に４回、全体例会があります。 

部 会    テーマ別に読む会、歴史部会、グローバル

ジャパン研究会等があり、映像サロン・旅行

会・研究会・シンポジウムなどを行っていま

す。 

機関紙   年に４回、機関紙を発行し活動報告や会員の

意見発表、情報交換の媒体とします。 

役 員    理事長（泉三郎）他理事および監事で構成、

会員の中から幹事十数名を選び、運営を担

当します。 

会 費   年会費6,000円とし、主として通信費及び機関

紙代に充当します。例会・部会・講演会などに

ついては、その都度の会費とします。なお、遠

隔地居住者、仮入会希望者、学生には地方

会員、準会員、学生会員の制度もあります。 

事務局   「米欧亜回覧の会」 事務局担当 古俣美樹 

       〒190-0001 
       東京都立川市若葉町 4-25-1-30-102   
       E-mail:info@iwakura-mission.gr.jp 

 TEL/FAX 042-537-8869 

入会申込 

 入会申込書はホームページと事務局にあります。新規
入会に際しては入会金5，000円を頂きます。 

 なお年会費などのお支払いは下記のゆうちょ銀行口
座への払込（振込）をご利用ください。  

 00180-2-580729 特定非営利活動法人米欧亜回覧の会 


